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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽熱で温められた湯を貯める貯湯タンクと、前記貯湯タンクの湯と給水源からの水を
混合する混合弁と、前記混合弁から台所や洗面所に給湯する給湯管と、前記給湯管から分
岐して風呂場での湯張りやシャワーに使用する湯を給湯する風呂用給湯管と、前記貯湯タ
ンクの湯を補助的に加熱する補助熱源機と、給湯温度や運転モードの設定を行う操作部と
、全体を制御する制御部と、を有する太陽熱温水器であって、
　前記制御部は、通常は前記貯湯タンクの湯温が前記操作部で設定される設定給湯温度よ
り低い時に、前記貯湯タンクの湯を前記補助熱源機で加熱して給湯し、前記操作部で省エ
ネモードが選択された時は、前記補助熱源機が運転されていた場合には、前記補助熱源機
の運転を強制的に停止させ、前記貯湯タンクの湯温が前記操作部で設定される設定給湯温
度より低くても、前記補助熱源機による加熱を行わず、前記貯湯タンクの湯をそのまま給
湯すると共に、風呂の湯張り中に台所や洗面所で給湯が行われている間は前記風呂の湯張
りを中断し、給湯終了後に前記風呂の湯張りを再開することを特徴とする太陽熱温水器。
【請求項２】
　前記操作部が、台所に設置される台所用操作部と、風呂場に設置される風呂場用操作部
と、を有し、前記台所用操作部又は前記風呂場用操作部のいずれか一方において、給湯温
度や運転モードの設定を他方に対して優先する優先モードが選択された時に、前記制御部
は、前記優先モードが選択された設定に基づいて動作することを特徴とする請求項１に記
載の太陽熱温水器。
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【請求項３】
前記風呂場用操作部で前記優先モードが選択され、風呂場で給湯が行われている間は、前
記制御部は、前記台所用操作部での前記省エネモードの選択を許可しないことを特徴とす
る請求項１又は２に記載の太陽熱温水器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貯湯タンク内の湯温が予め設定した給湯温度よりも低い場合でも、使用者の
希望により、貯湯タンクの湯を加熱することなく、そのまま給湯して使用することが可能
な太陽熱温水器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の太陽熱温水器では、貯湯タンク内の湯温が希望給湯温度以上にあるとき、貯湯タ
ンクからの湯を水でうすめて一旦、希望給湯温度未満に下げたのち、補助熱源器で追い焚
きして、希望温度で給湯・自動湯張りするので、温度を一旦下げた分の追い焚き熱量が無
駄になるという問題点があった。
　この問題点を解決するために、例えば、（特許文献１）には、「貯湯タンク内の湯温が
、所定温度と同じかそれよりも高い場合は、貯湯タンク内の湯と、給水源からの水とを混
合して、補助熱源器による加熱なしで希望給湯温度に給湯し、貯湯タンク内の湯温が、所
定温度未満のときは、貯湯タンク内の温水を使うことなく、給水源からの水を補助熱源器
へ供給し、そこで加熱して、希望給湯温度で給湯する、貯湯式給湯器の運転方法。」が開
示されている。
　また、（特許文献２）には、「太陽熱温水器と補助熱源器とは制御部を介して電気的に
接続され、各装置に配した温度計からの温度情報は、太陽熱温水器側と補助熱源器側とで
共有され、第一の制御部又は第二の制御部にはリモコンが接続され、リモコン部において
は、希望給湯温度の入力が可能であるとともに、貯湯タンクの温度計が検知する湯温（Ｔ
ｈ）の表示も可能である、ソーラ給湯器。」が開示されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記従来の技術は以下のような課題を有していた。
（１）（特許文献１）では、貯湯タンク内の湯を水でうすめることなく使用することがで
きるので、温めた温水を無駄なく、効果的に利用することができるが、貯湯タンク内の湯
温が、所定温度未満のときは、給水源からの水を補助熱源器へ供給し、希望給湯温度まで
加熱して給湯しなければならず、補助熱源器による加熱量が増大するだけでなく、希望給
湯温度に加熱するまでの時間を要し、省エネルギー性、使用性に欠けるという課題を有し
ていた。
（２）（特許文献２）では、使用者がリモコンを利用して貯湯タンク湯温を容易に知るこ
とができるので、その湯温を参照しながら、臨機応変に給湯温度又は設定温度を決定（又
は変更）することができるが、使用する度に、給湯温度又は設定温度を確認、設定しなけ
ればならず、取扱いが煩雑で使用性に欠けるという課題を有していた。
【０００４】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、貯湯タンク内の湯温が予め設
定した温度よりも低くてもそのまま使用することが可能な食器洗いや手洗い等をする時に
、操作部で省エネモードを選択するだけで、補助熱源機による無駄な加熱を減らして、貯
湯タンク内の湯を無駄なく効率的に使用することができ、取扱い性、省エネルギー性に優
れるだけでなく、誤って設定温度よりも低い温度の湯で風呂の湯張りが行われることや、
シャワーの使用中に急に冷たい湯が給湯されることを確実に防止することができ、動作の
安定性、操作性に優れた太陽熱温水器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　上記課題を解決するために本発明の太陽熱温水器は、以下の構成を有している。
　請求項１に記載の太陽熱温水器は、太陽熱で温められた湯を貯める貯湯タンクと、前記
貯湯タンクの湯と給水源からの水を混合する混合弁と、前記混合弁から台所や洗面所に給
湯する給湯管と、前記給湯管から分岐して風呂場での湯張りやシャワーに使用する湯を給
湯する風呂用給湯管と、前記貯湯タンクの湯を補助的に加熱する補助熱源機と、給湯温度
や運転モードの設定を行う操作部と、全体を制御する制御部と、を有する太陽熱温水器で
あって、前記制御部は、通常は前記貯湯タンクの湯温が前記操作部で設定される設定給湯
温度より低い時に、前記貯湯タンクの湯を前記補助熱源機で加熱して給湯し、前記操作部
で省エネモードが選択された時は、前記補助熱源機が運転されていた場合には、前記補助
熱源機の運転を強制的に停止させ、前記貯湯タンクの湯温が前記操作部で設定される設定
給湯温度より低くても、前記補助熱源機による加熱を行わず、前記貯湯タンクの湯をその
まま給湯すると共に、風呂の湯張り中に台所や洗面所で給湯が行われている間は前記風呂
の湯張りを中断し、給湯終了後に前記風呂の湯張りを再開する構成を有している。
　この構成により、以下のような作用を有する。
（１）制御部が、通常は貯湯タンクの湯温が操作部で設定される設定給湯温度より低い時
に、貯湯タンクの湯を補助熱源機で加熱して給湯し、操作部で省エネモードが選択された
時は、補助熱源機が運転されていた場合には、補助熱源機の運転を強制的に停止させ、貯
湯タンクの湯温が操作部で設定された設定給湯温度より低くても、補助熱源機による加熱
を行わず、貯湯タンクの湯をそのまま給湯するので、食器洗いや手洗い等のように、正確
に設定した湯温で給湯する必要がない時に、使用者が操作部で省エネモードを選択するだ
けで、貯湯タンクの湯を補助熱源機で加熱することなく、そのまま使用することができ、
無駄な加熱を防止して省エネルギー性に優れる。
（２）制御部が、風呂の湯張り中に台所や洗面所で給湯が行われている間は風呂の湯張り
を中断し、給湯終了後に風呂の湯張りを再開するので、台所用操作部で省エネモードが選
択されることにより、補助熱源機の運転が停止し、風呂場用操作部で設定されていた湯張
りのための設定給湯温度より低温の湯しか給湯されなくなっても、その低温の湯で湯張り
されることがなく、給湯終了後に、風呂場用操作部の湯張り設定温度に従って、湯張りに
適した温度で確実に湯張りを行い、追い焚き時間を最低限に抑えることができ、湯張り動
作の確実性、省エネルギー性に優れる。
【０００６】
　ここで、通常運転においては、制御部は、貯湯タンクに配設された貯湯サーミスタで検
出した貯湯タンク内の湯温（貯湯温度）と、操作部で設定された設定給湯温度に基づいて
混合弁及び補助熱源機を制御する。
　つまり、貯湯タンク内の湯温が、設定給湯温度と同等であれば、貯湯タンク内の湯のみ
で給湯を行い、貯湯タンク内の湯温が、設定給湯温度よりも高ければ、給湯される湯温が
設定給湯温度と等しくなるように、混合弁を制御して貯湯タンク内の湯と給水源から給水
される水を混合して給湯を行う。また、貯湯タンク内の湯温が設定給湯温度よりも低けれ
ば、貯湯タンク内の湯を設定給湯温度と同程度となるまで補助熱源機で加熱して給湯する
が、貯湯タンク内の湯温と設定給湯温度との温度差が小さい時には、補助熱源機で加熱す
ることにより、湯温が設定給湯温度を超えることがある。その場合は、補助熱源機による
加熱が終わった後に、給湯される湯温が設定給湯温度と等しくなるように混合弁を制御し
て給水源から給水される水を混合して給湯を行うか、或いは、補助熱源機による加熱を行
う前に、混合弁を制御して貯湯タンク内の湯と給水源から給水される水を混合して一旦、
湯温を下げてから、給湯される湯温が設定給湯温度と等しくなるように補助熱源機で加熱
して給湯を行う。
【０００７】
　操作部には、給湯温度を設定するための給湯温度設定ボタンや運転モードを設定するた
めの運転モード設定ボタンなどがあり、使用者が適宜、給湯温度や運転モードの設定を行
うことができる。
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　また、操作部は、表示部を有しており、貯湯タンク内の湯温（貯湯温度）、設定給湯温
度、省エネモードのオン／オフ、補助熱源機の運転の有／無などを表示する。
　操作部で省エネモードが設定された際に、補助熱源機が運転されていた場合には、補助
熱源機の運転を強制的に停止させる。このとき、表示部に省エネモードが設定されたこと
を表示すると共に、補助熱源機の運転を停止したことを表示する。これにより、使用者は
、省エネモードが確実に設定され、正常な動作が行われていること確認することができる
。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の太陽熱温水器であって、前記操作部が、台
所に設置される台所用操作部と、風呂場に設置される風呂場用操作部と、を有し、前記台
所用操作部又は前記風呂場用操作部のいずれか一方において、給湯温度や運転モードの設
定を他方に対して優先する優先モードが選択された時に、前記制御部は、前記優先モード
が選択された設定に基づいて動作する構成を有している。
　この構成により、請求項１の作用に加え、以下の作用を有する。
（１）操作部が、台所に設置される台所用操作部と、風呂場に設置される風呂場用操作部
を有するので、台所及び風呂場のそれぞれを使用する際に、簡便に給湯温度や運転モード
の設定を行うことができ、使用性に優れる。
（２）台所用操作部又は風呂場用操作部のいずれか一方において給湯温度や運転モードの
設定を他方に対して優先する優先モードが選択された時に、制御部が、優先モードが選択
された設定に基づいて動作することにより、他方の設定給湯温度が異なる場合でも、優先
モードを選択した台所又は風呂場では、設定給湯温度で確実に給湯することができ、給湯
の安定性、使用性に優れる。
【０００９】
　ここで、台所用操作部及び風呂場用操作部では、それぞれの給湯温度を設定することが
できるが、例えば、風呂場でシャワーを使用している時などに、風呂場用操作部で優先モ
ードを選択することにより、台所用操作部では省エネモードを選択することができず、補
助熱源機が停止することがないので、風呂場用操作部で設定した設定給湯温度よりも低い
温度で給湯されることを防止することができる。尚、風呂場用操作部では、風呂に湯張り
するための湯張り設定温度を設定することができる。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の太陽熱温水器であって、前記風呂場
用操作部で前記優先モードが選択され、風呂場で給湯が行われている間は、前記制御部は
、前記台所用操作部での前記省エネモードの選択を許可しない構成を有している。
　この構成により、請求項１又は２の作用に加え、以下の作用を有する。
（１）風呂場用操作部で優先モードが選択され、風呂場で給湯が行われている間は、制御
部は、台所用操作部での省エネモードの選択を許可しないので、強制的に補助熱源機が停
止されることがなく、風呂場でシャワー等を使用している最中に、風呂場用操作部で設定
した設定給湯温度より低い温度の湯が給湯されることを防止でき、使用性、安全性に優れ
る。
【００１２】
　ここで、制御部は、風呂場で給湯されていない時は、風呂場用操作部の優先モードを解
除し、台所用操作部での省エネモードの選択を許可するようにしてもよい。これにより、
風呂を使用しているが長時間シャワーなどの給湯が使用されていない場合や風呂場用操作
部で優先モードが選択されたままで風呂を使用していない場合に、台所用操作部で確実に
省エネモードを選択して、台所や洗面所などで省エネモードによる給湯を行うことができ
、使用性、省エネルギー性に優れる。
　風呂場用操作部で優先モードが選択された時に、制御部で風呂場での給湯の有無を検出
することにより、風呂場用操作部で優先モードが選択されていても、風呂場での給湯が行
われていない間は、台所用操作部で省エネモードによる給湯が行われるようにすることが
でき、無駄な補助熱源機の運転を停止して省エネルギー性を向上できる。
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【発明の効果】
【００１３】
　請求項１に記載の発明によれば、以下のような効果を有する。
（１）食器洗いや手洗い等のように、設定した湯温で正確に給湯する必要がない時に、必
要に応じて、使用者が操作部で省エネモードを選択するだけで、強制的に補助熱源機の運
転を停止することができ、貯湯タンクの湯を補助熱源機で無駄に加熱することなく、その
まま使用することができる省エネルギー性に優れた太陽熱温水器を提供することができる
。
（２）風呂の湯張り中に台所や洗面所で給湯が行われている間は、風呂の湯張りを中断し
、給湯終了後に風呂の湯張りを再開することにより、風呂場用操作部で設定される湯張り
設定温度で確実に湯張りを行い、追い焚き時間を最低限に抑えることができると共に、給
湯時は操作部での設定に従って給湯することができ、特に省エネモードをした時には、補
助熱源機の運転を停止して貯湯タンクの湯をそのまま給湯することにより、無駄な加熱を
防止して貯湯タンク内の湯を効率的に使用することができる湯張り動作の確実性、効率性
、省エネルギー性に優れた太陽熱温水器を提供することができる。
【００１４】
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１の効果に加え、以下のような効果を有する。
（１）風呂場用操作部の優先モードが選択された場合、風呂場用操作部で設定された設定
給湯温度を確実に維持して給湯することができ、設定給湯温度より冷たい湯が給湯される
ことを防止できる給湯の安定性、給湯動作の確実性に優れた太陽熱温水器を提供すること
ができる。
【００１６】
　請求項３に記載の発明によれば、請求項１又は２の効果に加え、以下のような効果を有
する。
（１）風呂場用操作部で優先モードが選択され、風呂場で給湯されている間は、台所用操
作部で省エネモードが選択できないようにすることにより、風呂場でシャワー等を使用し
ている最中に、風呂場用操作部の設定給湯温度より低い温度の湯が給湯されることを確実
に防止することができる使用性、安全性に優れた太陽熱温水器を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態１における太陽熱温水器について、以下図面を参照しながら
説明する。
（実施の形態１）
　図１は実施の形態１の太陽熱温水器の構成を示す模式図である。
　図１中、１は実施の形態１の太陽熱温水器、２は屋根等に設置される太陽熱温水器１の
集熱器、３は水道水が貯留される太陽熱温水器１の貯湯タンク、３ａ～３ｄは貯湯タンク
３の高さ方向の各位置で貯湯タンク３内の貯湯温度（湯温）を検出する貯湯サーミスタ、
４は集熱器２と貯湯タンク３の間で熱媒体を循環させるための太陽熱温水器１の熱媒体循
環流路、４ａは熱媒体循環流路４の途中でコイル状に形成され貯湯タンク３内に沈設され
た熱交換部、４ｂは熱交換部４ａの出口と集熱器２との間を接続する熱媒体循環流路４の
送出管、４ｃは集熱器２と熱交換部４ａの入口との間を接続する熱媒体循環流路４の戻入
管、５は熱媒体循環流路４の途中に配設され熱媒体を循環させる熱媒体循環用ポンプ、６
は図示しない給水源から貯湯タンク３の底部に給水する給水管、６ａは給水管６内の水の
温度（給水温度）を検出する給水サーミスタ、７は貯湯タンク３の上部から湯を出湯する
出湯管、８は出湯管７の途中に配設されたポンプ、１１は出湯管７の途中に設けられ出湯
管７内の湯を必要に応じて加熱する補助熱源機、１１ａは補助熱源機１１の下流側の出湯
管７内の湯温を検出する補助熱源機出口サーミスタ、１４は出湯管７から出湯される湯と
給水管６から分岐した接続管１２を通して供給される水を混合する混合弁、１５は混合弁
１４から台所に給湯する給湯管、１５ａは給湯管１５内の湯温（給湯温度）を検出する給
湯サーミスタ、１６は給湯管１５から分岐して風呂場での湯張りやシャワー等に使用する
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湯を給湯する風呂用給湯管、１６ａは風呂用給湯管に配設された電磁弁、２０は太陽熱温
水器１全体を制御するマイクロコンピュータを備えた制御部、２１は台所に配置される台
所用操作部、２２は風呂場に配置される風呂場用操作部である。
【００１８】
　複数の貯湯サーミスタ３ａ～３ｄを貯湯タンク３の上下方向に設け、貯湯タンク３内の
平均的な貯湯温度を正確に検出できるようにした。
　熱媒体循環流路４の中を循環させる熱媒体としては、不凍液を用いた。冬季或いは寒冷
地における凍結を防ぎ、熱媒体循環流路４や熱媒体循環用ポンプ５等の破損を防止でき、
信頼性に優れるためである。
　混合弁１４は、出湯管７から出湯される湯の流量を調節する湯比例弁と、給水管６から
分岐した接続管１２を通して供給される水の流量を調節する水比例弁と、を有している。
【００１９】
　台所用操作部２１及び風呂場用操作部２２には、給湯温度を設定するための給湯温度設
定ボタンや運転モードを設定するための運転モード設定ボタンなどがあり、使用者が適宜
、給湯温度や運転モードの設定を行うことができる。
　台所用操作部２１及び風呂場用操作部２２は、それぞれ表示部を有しており、貯湯タン
ク３内の湯温（貯湯温度）、設定給湯温度、省エネモードのオン／オフ、補助熱源機１１
の運転の有／無などを表示する。
　制御部２０は、給水サーミスタ６ａ，補助熱源機出口サーミスタ１１ａ，給湯サーミス
タ１５ａの各温度と、台所用操作部２１又は風呂場用操作部２２で設定された設定給湯温
度を比較し、混合弁１４の湯比例弁と水比例弁を最適な位置に制御する。
【００２０】
　以上のように構成された実施の形態１の太陽熱温水器の動作について、図を用いて説明
する。
　図２は実施の形態１の太陽熱温水器の動作を示すフローチャートである。
　図２において、太陽熱温水器１の運転を開始すると、制御部２０は、台所、洗面所、風
呂場のシャワー等から給湯が行われているか否かを判断する（Ｓ１）。
　給湯栓が開いて給湯が行われている場合、制御部２０は、台所用操作部２１で省エネモ
ードが選択されているか否かを確認する（Ｓ２）。
　そして、省エネモードが選択されていれば、補助熱源機１１の運転を停止させ、ステッ
プ１に戻る。
　これにより、台所用操作部２１での設定給湯温度より低くても、補助熱源機１１による
加熱を行わず、貯湯タンク３の湯をそのまま給湯することができる。
　また、ステップ２において、省エネモードが選択されていなければ、貯湯温度と設定給
湯温度を比較する（Ｓ４）。
　ステップ４において、貯湯温度が設定給湯温度よりも高ければ、貯湯タンク３の湯を加
熱する必要がないので、補助熱源機１１の運転を停止させ、ステップ１に戻る。
　このとき、給湯される湯温が設定給湯温度と等しくなるように、図１において混合弁１
４を制御して貯湯タンク３内の湯と給水源から給水される水を混合して給湯を行う。
　ステップ４において、設定給湯温度が貯湯温度以上であれば、貯湯タンク３の湯を加熱
するために補助熱源機１１の運転を開始し、ステップ１に戻る。
　このとき、図１において貯湯タンク３内の湯を設定給湯温度と同程度となるまで補助熱
源機１１で加熱するが、湯温が設定給湯温度を超えた場合は、補助熱源機１１による加熱
が終わった後に、給湯される湯温が設定給湯温度と等しくなるように混合弁１４を制御し
て給水源から給水される水を混合して給湯を行う。
【００２１】
　ステップ１において、給湯栓が閉じて給湯が行われていない場合、制御部２０は、風呂
の湯張りが行われているか否かを確認する（Ｓ３）。
　ステップ３において、湯張りが行われていなければ、貯湯タンク３の湯は使用されてお
らず、加熱する必要がないので、補助熱源機１１の運転を停止させ、ステップ１に戻る。
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　また、ステップ３において、湯張りが行われていれば、ステップ４に移行して貯湯温度
と設定給湯温度を比較する。
　ステップ４において、貯湯温度が湯張り用の設定給湯温度（湯張り設定温度）よりも高
ければ、貯湯タンク３の湯を加熱する必要がないので、補助熱源機１１の運転を停止させ
、ステップ１に戻る。
　このとき、給湯される湯温が湯張り用の設定給湯温度（湯張り設定温度）と等しくなる
ように、図１において混合弁１４を制御して貯湯タンク３内の湯と給水源から給水される
水を混合して湯張りを行う。
　ステップ４において、設定給湯温度が貯湯温度以上であれば、貯湯タンク３の湯を加熱
するために補助熱源機１１の運転を開始し、ステップ１に戻る。
　このとき、図１において貯湯タンク３内の湯を湯張り用の設定給湯温度（湯張り設定温
度）と同程度となるまで補助熱源機１１で加熱するが、湯温が湯張り用の設定給湯温度（
湯張り設定温度）を超えた場合は、補助熱源機１１による加熱が終わった後に、給湯され
る湯温が湯張り用の設定給湯温度（湯張り設定温度）と等しくなるように混合弁１４を制
御して給水源から給水される水を混合して湯張りを行う。
【００２２】
　尚、風呂の湯張り中に台所や洗面所で給湯が行われた場合、制御部２０は、台所や洗面
所で給湯が行われている間は風呂の湯張りを中断し、給湯終了後に風呂の湯張りを再開す
るので、台所用操作部２１で省エネモードが選択されることにより、補助熱源機１１の運
転が停止し、風呂場用操作部２２で設定されていた湯張り用の設定給湯温度（湯張り設定
温度）より低温の湯しか給湯されなくなっても、その低温の湯で湯張りされることがなく
、給湯終了後に、風呂場用操作部２２の設定に従って、湯張り用の設定給湯温度（湯張り
設定温度）で確実に湯張りを行い、追い焚き時間を最低限に抑えることができ、湯張り動
作の確実性、省エネルギー性に優れる。
【００２３】
　以上のように実施の形態１における太陽熱温水器によれば、以下の作用を有する。
（１）制御部２０が、通常は貯湯タンク３の湯温が台所用操作部２１や風呂場用操作部２
２で設定される設定給湯温度より低い時に、貯湯タンク３の湯を補助熱源機１１で加熱し
て給湯し、台所用操作部２１で省エネモードが選択された時は、貯湯タンク３の湯温が台
所用操作部２１で設定された設定給湯温度より低くても、補助熱源機１１による加熱を行
わず、貯湯タンク３の湯をそのまま給湯するので、食器洗いや手洗い等のように、正確に
設定した湯温で給湯する必要がない時に、使用者が台所用操作部２１で省エネモードを選
択するだけで、貯湯タンク３の湯を補助熱源機１１で加熱することなく、そのまま使用す
ることができ、無駄な加熱を防止して省エネルギー性に優れる。
（２）台所用操作部２１や風呂場用操作部２２が表示部を有しており、貯湯タンク３内の
湯温（貯湯温度）、設定給湯温度、省エネモードのオン／オフ、補助熱源機１１の運転の
有／無などを表示することができるので、一目で運転状態を確認することができ、使用性
に優れる。
（３）台所用操作部２１で省エネモードが設定された際に、補助熱源機１１が運転されて
いた場合には、制御部２０が補助熱源機１１の運転を強制的に停止させ、台所用操作部２
１の表示部に省エネモードが設定されたことを表示すると共に、補助熱源機１１の運転を
停止したことを表示することにより、使用者は、省エネモードが確実に設定され、正常な
動作が行われていること確認して誤操作を防止することができ、操作性、動作の確実性に
優れる。
【００２４】
（実施の形態２）
　実施の形態２における太陽熱温水器について、以下、図面を用いて説明する。尚、実施
の形態２における太陽熱温水器の構成は、実施の形態１と同様なので説明を省略する。
　実施の形態２における太陽熱温水器が実施の形態１と異なるのは、風呂場用操作部２２
において、優先モードが選択できる点である。
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　以下、優先モードの動作について説明する。尚、その他の動作は、実施の形態１と同様
なので、説明を省略する。
　図３は実施の形態２の太陽熱温水器の優先モードの動作を示すフローチャートである。
　図３において、制御部２０は、風呂場用操作部２２で優先モードが選択されているか否
かを確認する（Ｓ５）。
　そして、優先モードが選択されていれば、台所用操作部２１での省エネモードを選択不
可として、初めに戻る。
　これにより、風呂場用操作部２２で優先モードが選択されている時に、強制的に補助熱
源機１１が停止されることがなく、風呂場用操作部２２で設定した設定給湯温度より低い
温度の湯が給湯されることを防止でき、使用性、安全性に優れる。
【００２５】
　また、ステップ５において、風呂場用操作部２２で優先モードが選択されていない場合
は、台所用操作部２１での省エネモードの選択を許可して、初めに戻る。
　これにより、風呂場用操作部２２で優先モードが選択されていない場合に、台所用操作
部２１で省エネモードによる給湯を効率的に行うことができ、省エネルギー性に優れる。
　尚、風呂場用操作部２２で優先モードが選択されていても、風呂場での給湯が行われて
いない間は、台所用操作部２１で省エネモードによる給湯が行われるようにすることが好
ましい。省エネモードを有効に利用することができ、無駄な補助熱源機１１の運転を減ら
して、省エネルギー性を向上できるためである。
【００２６】
　以上のように実施の形態２の太陽熱温水器は構成されているので、実施の形態１と同様
の作用に加え、以下の作用を有する。
（１）風呂場用操作部２２において給湯温度や運転モードの設定を他方に対して優先する
優先モードが選択された時に、制御部２０が、優先モードが選択された設定に基づいて動
作することにより、他方の設定給湯温度が異なる場合でも、優先モードを選択した風呂場
では、設定給湯温度で確実に給湯することができ、給湯の安定性、使用性に優れる。
（２）風呂場用操作部２２で優先モードが選択されている時は、制御部２０が、台所用操
作部２１での省エネモードの選択を許可しないので、強制的に補助熱源機１１が停止され
ることがなく、風呂場でシャワー等を使用している最中に、風呂場用操作部２２で設定し
た設定給湯温度より低い温度の湯が給湯されることを防止でき、使用性、安全性に優れる
。
                                                                                
【産業上の利用可能性】
【００２７】
　本発明は、貯湯タンク内の湯温が予め設定した温度よりも低くてもそのまま使用するこ
とが可能な食器洗いや手洗い等をする時に、操作部で省エネモードを選択するだけで、補
助熱源機による無駄な加熱を減らして、貯湯タンク内の湯を無駄なく効率的に使用するこ
とができ、取扱い性、省エネルギー性に優れるだけでなく、誤って設定温度よりも低い温
度の湯で風呂の湯張りが行われることや、シャワーの使用中に急に冷たい湯が給湯される
ことを確実に防止することができ、動作の安定性、操作性に優れた太陽熱温水器を提供す
ることができ、環境問題、省エネルギー問題に貢献することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】実施の形態１の太陽熱温水器の構成を示す模式図
【図２】実施の形態１の太陽熱温水器の動作を示すフローチャート
【図３】実施の形態２の太陽熱温水器の優先モードの動作を示すフローチャート
【符号の説明】
【００２９】
１　太陽熱温水器
２　集熱器
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３　貯湯タンク
３ａ～３ｄ　貯湯サーミスタ
４　熱媒体循環流路
４ａ　熱交換部
４ｂ　送出管
４ｃ　戻入管
５　熱媒体循環用ポンプ
６　給水管
６ａ　給水サーミスタ
７　出湯管
８　ポンプ
１１　補助熱源機
１１ａ　補助熱源機出口サーミスタ
１４　混合弁
１５　給湯管
１５ａ　給湯サーミスタ
１６　風呂用給湯管
１６ａ　電磁弁
２０　制御部
２１　台所用操作部
２２　風呂場用操作部
                                                                                

【図１】 【図２】
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